
 

 

本リーフレットは、一人ひとりの教職員が自教科の日々の授業づくりに役立てると同時に、研修等の資料として効果

的に活用していただくことを期待して作成しています。例えば、校内研修において各教科のリーフレットを比較し、「深い

学び」をもたらす授業デザインの共通点を見いだしたり、各教科の特質を共有して各々の役割を確認しあったりするなど、

学校全体で授業を通して生徒の資質・能力をどのように伸ばしていくかについて話し合う際の資料としても活用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーフリットの構成と活用 深い学びをもたらす授業デザインー学びの質の改善に向けてー 

Ⅰ 単元を通して育成をめざす資質・能力 

単元(題材)末に実現をめざす生徒の学ぶ姿(「生徒は何ができるようになるのか」)とともに、学習指導要領(平成 30

年告示)の指導項目や指導事項との関連を明確にしました。「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに

向かう力、人間性等」の三つの柱については、学習指導要領(平成 30 年告示)解説も参考にして作成しています。 

Ⅱ 単元計画(資質・能力育成のプロセス) 

 単元(題材)の流れを簡潔に示しています。「めざす生徒の姿」には、内容のまとまりごとに終了時に現れて欲しい(期待

する)言葉やつぶやき、行動等を示しています。「教師の支援・指導」には、「めざす生徒の姿」の実現に向けて行われた教

師の働きかけや仕掛け(教材・教具、説明、指示、発問、学習形態等)について示しています。また、生徒の学びの深まり

を促進する仕掛けや工夫には★印を付し、下線を引いています。★印の中から、特に深い学びをもたらし、単元(題材)を

通して育成をめざす資質・能力の育成につながる箇所を「ポイント」としています。 

Ⅲ 深い学びを実現するための指導の工夫 

 本単元(題材)における教師の指導の工夫やポイント等、着目しておきたいことを解説しています。「Ⅰ単元(題材)を通し

て育成をめざす資質・能力」の「めざす生徒の学ぶ姿」や「Ⅱ単元計画(資質・能力育成プロセス)」の「めざす生徒の姿」の

実現に向けて、何がどのように作用するのか、「生徒の学びやその学びを生み出す要因」を考える際のヒントになります。 
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Ⅴ 実践を終えて 

本単元(題材)に至るまでの着想や構想、指導の工夫とともに、授業実践後の分析(成果と課題)、そして今後の展望

(改善策)等について、授業者自身による考察を簡潔にまとめています。教師が 「生徒たちにどのような力が身に付いた

か」という学習の成果を的確に捉え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図る、いわゆる「指導と評価の

一体化」が体現されています。 

Ⅳ 生徒はどのような学びを実現したか 

本単元における生徒の変容や思考の深まりについて、生徒の発話やワークシートの記述等を詳しく紹介し、生徒の学

びに着目して分析しています。生徒が各教科等の「見方・考え方」を使いこなしながら、「深い学び」に至るプロセスや生徒

が成長していく様子と、それを実現するための要因と考えられる主な教師の関わり等を解説しています。 

「ポイント」では、「Ⅱ単元計画(資質・能力育成プロセス)」で「ポイント」として示した授業場面の生徒と教師のやりと

り、生徒の発話などの詳細を掲載しています。 

「授業者はココを見る!」では、教師が「ポイント」の授業場面で、「Ⅰ単元(題材)を通して育成をめざす資質・能力」の

「めざす生徒の学ぶ姿」の実現に向けて、授業中や授業終了時にどのような点に留意して生徒の学習状況を把握し、指

導の改善に生かしたのかを簡潔に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊コラム【学習評価の充実に向けて】＊ 

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（平成 31 年１⽉21日中央教育審議会初等中等教育分科会教

育課程部会）や「⼩学校，中学校，⾼等学校及び特別⽀援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善

等について」 （平成 31 年３⽉29日付初等中等教育局長通知）では、学習評価については、日々の授業の中で生徒の

学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことに重点を置くことが重要であり、観点別の学習状況についての評価は、毎回

の授業ではなく原則として単元や題材など内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、その

場面を精選することが重要であることが示されました。 

観点別の生徒の学習状況について適切に把握するためには、評価する時期や場面を精選し、「指導と評価の計画」に具体

的に設定しておくことが欠かせません。「授業者はココを見る!」で切り取った場面や教師のまなざしは大きなヒントとなります。 
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